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研究課題 ′99- 01
病 原 真菌 の 産 生 す る 二 次代謝産物 の 研究
河 合 賢 一
細 江 智 天
福 ･島 和 貴
官 治 誠
(星薬科大学)
(星薬科大学)
(千葉大学裏菌医学研究セ ン タ ー )
(千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー )
研究成果
ア レ ル ギ ー 性気管支肺真菌症患者から単離された Sehl-
zophyllzLTnC O mm u ne (和名: ス エ ヒ ロ タ ケ)IF M 46788
(m on ok且ryO n) に つ い て 0.3% u re a. 5.09igltlC O S e,
0.3% BOditl m gl11ta mate 添加 yea8t-nitroge n br oth
(Y N】〕)･培地2.2 I, に て , 最近培養 (100rprn, 25℃, 20
days) した後, 菌体と培養液掛 こ波別し, 培養液液に つ
い て , 酢蘭 エ チ ル で抽出 ･ 濃帝し, エ キ ス 0.32g を得た.
本 エ キ ス を シ リ カ ゲ ル カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー お よ
ぴ E P L C等 に よ る分離精製を行 い , indigotinl.8 mg,
indirubin O.8 喝 , isatin
L
2.0 喝 , try Ptanthrin2.4mg およ
び新規 棲色 化 合物 shizo co m m 11nin O,8 ng を得 た .
shiz oc om rntmin は, m urin clympho m a cell に対 して ,
強い細胞毒性を示した .
研究発表
1) 細江 智夫 , 福島 和瓦 西村 和子, 宮治 乱
河合 賢 一 : ア レ ル ギ ー 性気管支肺真菌症患者か ら
単離されたSchiz ophyllu 7n C O mTn ZLn eの成分検索.
第43回日本医真蘭学金線会 (1999年10月)
2) Ⅱo8 OeT, No zaw a a , Ea w ahara N, Fuku shim a
K
, NiBhimtl r8. E , M iya]
L
i M, Ea wai K: Ⅰ畠01ation
of a ne w potent cytoto xic plgm ent alo ng with
indigotin fro m the pathoge nic ba8idio myceto u s
fungtLSSchiz ophD･llum c ol nmZLn e. Mycopathologia
146: 9-12, 1999.
研究課題
'
99 1 02
病原真菌 Epide r m ophyto n産生色素の 細胞毒性発現機序
河 合 清
官 給 誠
福 島 和 貴
( 中京女子大学)
(千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー )
(千葉大学兵菌医学研究セ ン タ ー)
研究成果
皮膚糸状菌 Eplderm ophyto nflocc os um に より産生
される黄色色素floccoBin は遭伝毒性は示さ な い が, 培
養細胞に対 して 各種 Trichophyton 類 に より生産 され る
Ⅹa ntho m喝 nin と同程度の細胞毒性を示す. Xa ntho me-
gnin が単離 ラ ッ ト肝 ミ ト コ ン ド リ ア の 呼吸系に 対し て
強力な除共役を示し. ま た呼吸鎖酵素と反応 して , 電子
伝達副側路を形成する ことが見出され て い る (Ka wai
et al). そ こ で , flocco 8in の細胞毒性の メ カ ニ ズ ム を
解明する目的で , 除共役作用な らびに酸化逮元反応 に つ
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い て 研究した .
実験 の 結果, flo c co sin が Ⅹa ntho m egnin と 同程度の
濃度 (10-30nm ol/ mg pr otein) で ミ ト コ ン ド リ ア の
呼吸系に対して 除共役作用お よび呼吸抑制作用を示す こ
とが明らか にな っ た. しか し, 呼吸酵素との酸化還元相
互作用は, 見出されなか っ た. 分光分析の結免 除共役
作用の メ カ ニ ズ ム が プ ロ ト ン 輸送性に よ る膜電位消去作
用に 基づくことを示唆する結果が得られた.
研 究課 題
'
g9 - 03
研究発表
1) Ka.w ai a, Kitaga w aA, Fu knshim a E, M i.yaji M:
M ito cho ndria to xicities of islandic um a nthr o-
q11in o neand a nthr aqllirlOidpigm 8 ntS . Intl. Sym p.
Myc oto xicology
'99(IS M Y C O'99), Progr a rn
and A bstract p66, 19 9.
2)Ka w ai E, Ftlku 8hlma王【, M iya]
'
i ”: M itochondria
toxicity of flocc o8in, a toxic n8tabolite fro m
Epiderm ophyton llocc oszLTn. (in prepa ratio n)
抗真菌作用を有する天然生 理活性物質 の
検索と そ の 作用機構 の 解明
大 泉 康
中 畑 則 道
松 永 公 浩
斉 藤 真 也
竹 尾 漢 治
山 口 正 視
大 楠 美佐子
(東北大学大学院薬学研究科)
(東北大学大学院薬学研究科)
(東北大学大学院薬学研究科)
(東北大学大学院薬学研究科)
(千葉大学其菌医学研究セ ン タ ー )
( 千葉大学真菌医学研究セ ン タ - )
(千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー )
研究成果
これま で に薬釣50種類の天然生理碍性物質お よぴ そ
れらの誘導体の抗真菌活性 ス ク リ ー ニ ン グを行 っ た. そ
の結果, 海洋渦稚毛藻か ら得られた ゴ ニ オ ド ミ ン A が酵
母の分裂に影響を与えるこ とを見出したの で現在詳細な
解析を行 っ て い る. 我々 は ゴ ニ オ ド ミ ン A が骨格筋およ
び心室筋の ア ク ト ミ オ シ ン A T Pa B eを覇者に活性化する
那, J[J房筋の ア ク ト ミ オ シ ン A T Pa s e活性に は全く影響
しない と い う, 非常 に興味ある ことを見出した. さら に,
ゴ ニ オ ド ミ ン Aの ア ク ト ミ オ シ ン A T Pase の 修飾作用が.
ゴ ニ オ ド ミ ン A に よる ア ク チ ン の コ ン フ ォ メ ー シ ョ ン
変化 に よ る こ とを明らか に した. そ こ で, 細胞 レ ベ ル で
の ゴ ニ オ ド ミ ン Aの ア ク チ ン に対する作用を検討 した と
ころ, ゴ ニ オ ド ミ ン A はヒ ト ア ス ト ロ サ イ ト ー マ 細胞 に
お い て , 濃度依存的および時間依存的に ア ク チ ン フ ィ ラ
メ ン ト の畳を増加させるとともに , ア ク チ ン ス ト レ ス フ ァ
イ バ ー の 再構成を引き起こす ことを見出した. ま た, 血
管内皮細胞におい て, ゴ ニ オ ド ミ ン Aは ア ク チ ン ス ト レ
ス フ ァ イ バ ー の 形成を覇者に阻害す る ことを見出した.
釈:鼠 P C12細胞や他の細胞の ア ク チ ン に対する作用 に
つ い て検討を行 っ て い る. ゴ ニ オ ド ミ ン A の抗真菌作用
を千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー の竹尾教授, 山口助教
授と共に解析するとともに, 上記生物活性の作用メ カ ニ
ズ ム と抗真菌作用との関連に つ い て 検討 して い る.
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研究課題
′
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原核生物およ び真核生物 の 細胞分裂 に必要な因子 の 相互作用
藤 崎 真 吾
西 村 行 進
戎 野 棟 一
山 口 正 視
竹 尾 漠 治
吉 田 蹄 -
(東邦大学理学部)
(東邦大学理学部)
(東邦大学理学部)
(千葉大学実菌医学研究セ ン タ ー )
(千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー )
( 千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー )
研究成果
前年度ま で に, 酵母の R E R 2遺伝子の 相同遺伝子 で
ある大腸菌 rth遺伝子が ウ ン デカプ レ ニ ル 二 リ ン取合成
酵素を コ ー ド して い る こ とを明らかに した. 生育 の温度
感受性を指凄 に とられた rt】ト6変異株は, 低浸透圧培地
に ぉい て 42℃で 溶菌し, 細胞壁合成が 阻害され て い る
こ とが推測される. 変異酵素 札 野生型の酵素と比験し
て基質に対する親和性が低く, 変異株の ウ ン デ カ プ レ ニ
ル リ ン敢含量 は, 許容温度 の 80℃ に お い て も野生株と
比較して著 しく低い借を示す. 変異株はどの ような条件
の もと に溶蘭するの かを 明らか にす るた め に, 30℃ と
42℃に ぉい て変異株の 細胞形嵐 細胞壁合成速度, ウ ン
デ カプ レ ニ ル ) ン 酸 (TIP) 含量を調 べ た . 電子顕微鏡
写真に より細胞の短径を軸足したと ころ, 30℃ に恵ヤ､ て
は変異株と野生株に大きな差がな い が, 42℃ にお い て 杜
変異株が著しく大きくな っ て い た. 細胞表層の 構造物の
厚さ に は, 変異株と野生株との 間に は っ きりした遠い は
羅められ なか っ た . ま た, 両株 に 【14C]D- ア ラ ニ ン を加
え て放射能の とりこ みを&rJ定して 細胞壁合成速度の指棲
とした. 30℃ で培養し_た変異株は野生錬と同程度
の とり
こみを示 し, 42℃ で培養した変異株は野生株と比較して
低いとり こみを示した . 変異株の U P萌導体の給含量は,
30℃ に お い て 野生株の 含量の 4%と著 しく低下 して い た
が, 42℃ で さ ら に低下する ことはなか っ た . つ まり, 餐
異株で は30℃にお い て線 U P含量が低下 して い るが,
そ の条件に お い て は, 細胞壁合成速度は野生株とほぼ同
程度に俸たれており, 菌体当たりの細胞壁皇に も大畠な
差はな い ことがわか っ た. 変異株を42℃ で培養する と
細胞壁合成が阻害され たが , そ の阻幸は総 UP の減少に
よ るもの で はな い と考えられる.
研究発表
1) 岡村佳奈, L[ 口正視, 竹尾漢治, 中島謙 一 , 加藤潤
一
, 中野明彦, 藤崎真吾; 西村行進 こ大腸菌ウ ン デ
カ プ レ ニ ル 二 1) ン酸合成酵素欠祖変異株の細胞壁合
成およぴ細胞形態. 第22回 日本分子生物学会年会
(1999年12月).
2) 藤崎真吾, 岡村佳奈, 竹中理恵, 山口正視, 竹尾漠
治, 中島謙 一 , 加藤潤 一 , 中野明彦, 西村行進 : 大
腰薗 ウ ン デ カ プ レ ニ ル 二 リ ン酸合成酵素欠損変異株
の致死機構. 第10回 ドリ コ ー ル お よ びイ ソ プ レ ノ
イ ド研究会例会 (2000年7月).
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研究課題
'
99⊥05
エ イ ズ 患者か ら分離 さ れ た ク リ プ ト コ ッ ク ス ･
ネ オ フ ォ ル マ ン ス の 生 物学的性状
青 木 茂 治
竹. 鳥 漢 治
山 口 正 視
(日本歯科大学新潟歯学部)
(千葉大学真薗医学研究セ ン タ ー )
(千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー )
研究成果
タイ ･ コ ン ケ ン大学医学部病院にお い て , エ イ ズ患者
から分離された CTy PtOC OCCu S ne Ofo rm an sの 性状 に つ
い て お こ な っ た 2年間の研究成果を総括する . 調 べ た株
は90名の 患者から分離された 104株であ る. まず血清
型を凝集反応 (クリ プ ト チ ェ ッ ク) で爾 ペ たと こ ろ, 1
株のみが A D型で , 残り の103株 は A 型 で あ っ た . つ
ぎに交配塾をみると, A 型103株 のうち97株は α 型 で,
残り の 6株ほ非交配型で あり, a 型株ほま っ たくなか っ
た. 97株 の a 型株のうち89株はhaploidで, 残りの 8
株はdiploidで あり, triploid, tetraploid の株はなか っ
た. 6株 の非交配型株の うち5株はhaploid で あ っ たが,
A D株はdiploidという興味ある結果が得られた1 また,
5穂類の抗真菌剤に対する感受性を調 べ たとこ ろ, い ず
れ の 抗真菌剤でも最小発育阻止濃度の 分布iま単峰性で ,
耐性株は検出されなか っ た. 近年病原性真菌の病原性因
子の 一 つ と し て注目され た い る菌体外車 ス ホ リ パ - ゼ の
産生を卵黄寒天培地法で調 べ たと ころ, す べ て の株で産
生が みられた. これらの 結果 は, タ イ の エ イ ズ患者か ら
の分離棟の生物学的性状は比較的単純で ある ことがわか っ
た. こ れ らの研究の 間に C. TW O/orTna nS 株 の 核相の 転
位を示す興味ある結果を得た. 本酵母で はhaploid株の
細胞は, diploid株の細胞に比 べ て 小さ い . こ の 性質を
利用して ミク ロ マ ニ ビ.1 レ - シ ョ ン 法で , そ れぞれの核
相の細胞を単離し, D N A真で確認した . こ れら両核相
の細胞を培養して , 3 - 5回継代培養すると haploid培
養からはdiploid細胞が, 逆 に diploid培養からはhapl-
oid細胞が出現して重た. こ の ような核相 の転位は継代
培養で誘発されたもの で はなく, こ の酵母が有して い る
固有の性質と考えられ, 今後の詳細な解析が期待される.
研究発表
1) 大橋美佐子, 竹尾漠袷, 細邦彦, Pie ntha weecl18i a,
久和彰江, 青木茂治: タイ AII)S患者 より分離され
た 恥 ptoco ccus n eofo T
I
Tn a nS の 渚性状, 将に 核相
に つ い て . 真薗建4 0(増刊1号): 69, 1999.
2) Ohkl18tl M , flat8 K, Aoki S, Ito-Kuw a S, Pien -
thawe echai EL , Take oE : Cellcycle and ploidy
of CTツptOCOeCuS n e OfoT
.
m aTLS ･ 4thlntl Conf o n
CT･y PtOC O C C u S and Cry pto cocco sis, Londoll, U K,
Sep. 1999.
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肺ア ス ペ ル ギ ル ス 症 の 診断お よ び治療に 関す る研究
久 米 光
福 島 和 貴
官 治 誠
(北里大学医学部)
(千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー )
(千葉大学真南医学研究 セ ン タ ー )
研究成果
1) 一 連の 実験か ら新窺に確立しえた ェ ア ゾ - ル に よ る
暴露実験系を用い て AspeT.gillusfu migatzLS分生子
を供試菌と して, 抗美園薬 (ア ム ホ テ ) シ ン B ま
た はイ ト ラ コ ナ ゾ ー ル) と G C SF との併用効果 を
検索 した結果, G C SFの ヒ ト投与量 (マ ウ ス 平均体
重当たりに換算)で は明らかな相乗効果が なか っ た
が, そ の 10借用量の 投与量で , 前記両抗真薗薬 と
の間で相乗効果がみられた. こ の成鰍ま真菌症を対
象とした壌合の ヒ ト適応用量の 設定がか なり低 い こ
とLを示唆するもの で ある.
2)A. fzLTnigatu s分生子を用い た暴再実験に お い て ,
無給療群 で は噴霧48時間後に は気管支壁を破 っ て
旺盛な菌糸の 成長をみ. 72時間後には近傍の 血管
壁内に さらに伸長 し, 暴露 マ ウ ス の全例が死亡した.
他方, ア ム ホ テ 1) シ ン B に よ る治療群 で は, 暴零
72時間目で も肋膜下の 極め て深い 呼吸実質 に 変性
消失過程 にある菌要素を見るに止ま っ た. ま た, ヒ
卜剖検例に お い て も生前診断無く無治療の剖検ア症
で は結節性病変が多発性に みられ , 組織学的に も定
型的な菌糸の 増生が随所に みられ たが , 生前 に ア ム
ホ テ リ シ ン B [(D IV)十(エ ア ゾ ー ル 吸入)]が 投与
されて い た剖検肺で は, 壊死性病変の辺縁に酵素抗
体法で初め て ア ス ペ ル ギ ル ス と認識で きる変性消失
過程 に ある真性菌糸をみ る に 止ま っ た ( 死因:
M R S Aに よる敗血症). こ れ ら の成鳥酌ま治療困難 と
される組織侵襲性塾の肺ア ス ペ ルギルス産も早期診
断と発症早期の適確な抗異常療法に よ っ て そ の制御
も可能で ある ことを示唆 して い る.
研究発表
1) 篠田孝子, 久米 地 福島和貴, 島田慈彦, 村瀬勢
津子, 内田勝久 弛EE(玲子, 安藤正幸, 森 像 加
藤卓朗: 日本医真菌学会標準化重点会報告, 其菌誌
40: 239-57, ･1999.
研究課題
'
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Schiz ophyllu m com m un e によ る真正担子菌症 の 研究
海 野 広 道
本 田 明
亀 井 克 彦
横 山 新 治
西 村 和 子
(八日市場市民総合病院内科)
(千葉大学医学部)
(千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー )
(千葉大学真菌医学研究 セ ン タ ー )
(千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー )
研究成果
Schizophyllu m com mzL n e(ス エ ヒ ロ タ ケ) は. 近年,
肺感染症例か らの 分離報告が相次ぎ, そ の原性が話題と
な っ て い る. - 瓦 菌学的に は特徴の無い糸状菌を呈す
る こともあ っ て , 本菌種の同定 ･ 診断 に苦慮する場合が
多く, 簡便で確実な方法の確立が急がれ て い る. 今回,
私たちは, P C R法 に よ っ て解析 した , 各種 の 病原真薗
に おける mitocho ndria (m t) D N Acytochr o m eb の
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部分塩基配列からプラ イ マ ー を設計し, S. c oTn m u ne の
過伝子同定を試みる ベ く, 基礎的研究を行 っ た.
まず, 複数株の S. e oTnT n u n eに お い て m t D N A配列
の 同 一 性 を確認した. 同定した m t D N Aは 366塩基よ
りなり, 現在判明して い る他の病原其薗とは異なる塩基
配列か ら構成されて い た. 次 に, S. co m m u T Wと同じ担
子菌に 属する CopT.iT u LS属 の 同郡分の 塩基配列を解析 し
た . こ れらを横山らが解析した子葉菌や酵母の cyto -
chr om e bの塩基配列と共 に系統樹を作成すると, 担子
菌 に特有と考え られる系統関係を示した. さ ら に, こ れ
ら の塩基配列はそれぞれ樽果性を示して い る ことか ら,
こ の方法を用い たS. co Tn Tn un eの遺伝子同定の可能性が
示唆された.
研究殊藻 ′99- 08
Cunningha m ella bertholletiae による肺ム ー コ ル症の基礎的研究
多都田 弘 士
本 田 明
海 野 広 道
亀 井 蒐 彦
横 山 排 治
西 村 和 子
(船橋市立医療セ ン タ ー 内科)
(千葉大学医学部)
(八日市場市民縫合病院内科)
(千葉大学裏革医学研究セ ン タ ー )
(千葉大学臭菌医学研究セ ン タ ー )
(千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー )
研究成果
1) 間接蛍光抗体法を用い た接合菌検出法の基礎的検討
接合菌に よる感染症は近年増加 して い るが, そ の診断
はしばしば困難である. 特 に本菌規は臨沫検体か らの培
養成功率が低く, ま た ス ミ ア で は他の 糸状菌との鑑別は
必ずしも容易でな い 一 そ こ で新た に開発された特異抗体
を用い. ス ミ ア に お ける本菌の 検出能力を検討した. 接
合菌群とし て A bsidia coTツTnblfeT･a , R hLzopu s oTツZ ae,
R hizom zL C O rPuSillus, Cu n ninghaTnella beT
･tholletiae,
対照群とし て Aspe rglllusfu migatus, Penlcimuln 8p . ,
CladosporizLm BP. 等 を用 い た . マ ウ ス m onoclo nal
IgM 抗体を 一 次抗体, F IT Cで ラ ベ ル し た ウ サ ギ抗 マ ウ
ス Ig抗体を二次抗体と し, 間接蛍光抗体法で 各菌糸を
染色, 観察した . 対席群 は染色されな いか極め て 弱い染
色性を示すに とどまり, ま た接合菌群で は は とん どの菌
種で明瞭に染色されたが, C. beT.tholletia eの み は接合
菌でありなが ら, 餐 - 中等度の蛍光を発するの み で あ っ
た
. 本法は有用であ ると思われ るが, 菌種, 菌の状態に
よる限界を理解して 用い る必要が あると考え られた.
2) CLBTmingha Tn ella be rtholetlaeに対する血清などの
影響
C. bertholletiaeの胞子に ウ シ胎児血清 (- 50%) あ
るい は ヒト血清を添加し, 成長に与える影響を判定した.
い ずれ の血清にお い て も5% 以上の添加に より菌糸成長
は著しく促進された, こ の磯序とし て血清中の 鉄による
影響が考えられキため, FOCI,, apotra n sferrin, bolムー
tra nBfer rin等の影響を検討 した と こ ろ, FeC13 , holo -
transfer rin で は菌糸の成長が促進 さ れ る の に対 し,
apotr a nsferrin で は菌糸成長が逆に抑制が観察され, 木
蘭成長が鉄の av ailability に大きく左右され る ことが確
認された.
研究発表
1) Eonda A, Kam ei Iく, Un n o ll, Eiroshim a Iく,
Euriyam a T, Miya]
'
i M : A m llrin e m odel of
zy go mycosi畠 by CTu Tmingha m ella bertholletia e.
Mycopat hologia 144: 141- 46, 1999.
2) 本田 明, 亀井克彦, 渡遠 哲, 伊藤純子 , 西村和
子, 宮治 誠, 栗山義之: 特異抗体を用 い た接合菌
検出法 の 基礎的検討. 第43回日本医異常学会給金,
真薗誌 40(増刊1号):91, 1999.
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8) 本田 呪 亀井克彦, 西村和子, 伊藤純子, 栗山喬
乏: 間壊蛍光抗体法に よる接合菌検出法の基礎的検
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討. 第36回日本臨床生理学会給金, E]本島床生理
学会雑誌 増刊号 1g99.
脱 窒 真菌 ミ ト コ ン ドリ ア の 形 態 と機能
祥 雲 弘 文
高 谷 直 樹
竹 尾 漢 治
山 口 正 視
吉 田 蹄 -
(筑波大学応用生物化学系)
(筑波大学応用生物化学系)
(千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー )
(千葉大学真南医学研究セ ン タ ー )
(千葉大学其菌医学研究セ ン タ ー )
研究成果
近年, 糸状菌や辞母な どの 真菌が細菌 と同様の 嫌気
(術酸) 呼吸を行う ことが発見された/ 通常, 真菌 は嫌
気状態に さらされると, ミ ト コ ン ド1) ア が萎縮 し呼吸活
性が低下する. そ こ で, 嫌気状態であるが硝酸呼吸を行 っ
て い る其菌Fu 8aT.ib m o xyspo T･ u 7n の ミ ト コ ン ド リ ア に
注E] し, そ の形態と機能に つ い て解析した. そ の結果,
F. o xyspon LTnは硝酸呼吸条件下に おい て, ミ ト コ ン ド
I) ア に各種硝敢呼吸特異的な酵素癌性を持 っ ぱかりか,
敢索呼吸に寄与すろシ ト ク ロ ム オ キ シダ ー ゼ を持 っ て い
た
.
また, ミ ト コ ン ド リ ア の形態, 数, 膜 の微細構造も
酸素呼吸時と類似で あ っ た ( 文献1). これらの結果は,
F. .oxyspor u m が, 酸素呼吸と硝酸呼吸を同時に行う
(複合呼吸) こ とを意味し, これを細胞の代謝 レ ベ ル で
証明した
.
1
- 方, 複合呼吸時の ミ ト コ ン ド') ア と細胞質
に局在化する梢憩呼吸系酵素 シ ト ク ロ ム P 450n o rが硝
酸呼吸に必須で ある ことを遺伝学的に示すことが できた.
研究発表
1) Takaya N, Su盗uki a, Ku w azaki S, Sho un H,
M a ru oF, Ya maguchi M, Take oI(:Cytochro m e
_P 450no r, a no v el cla s s of mito chond rial
cyto chro m eP450 inv olvedin nitr at8 r㊤spir atio n
in t he fu zlgll SFus a riu T n O XySP m Lm . Ar ch Bio -
che m Biophys 372: 340-346, 1999.
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担子菌酵母 の 分 生 子形成様式 の 超微形 態
申 漸 崇
杉 田 匪
竹 尾 藻 治
吉 田 詐 -
(理化学研究所培養生物部)
( 明治薬科大学微生物)
(千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー )
(千葉大学真菌医学研究 セ ン タ ー )
有柄分生子形成酵母 (有柄酵母) は出芽酵母棟生長を
するが , 娘細胞 と母細胞の 閤に柄 (stalk) が ある点に
特徴がある. こ れま で有柄酵母に関する超微形潜的研究
はほ とんどされ て い な い . こ の 目的で まず, JC M保存
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の 菌林12株を様々 な寒天培地で 17℃ と25 ℃で培養した.
大部分の 菌株で は試みたど の培養条件で も, ほ と ん どの
分生子は通常の酵母に似 て い たが, Fello TnyCeS fuzho-
u en sis JC M 7367およびSterigTnatO myCe ShalophilzLS
JC M 6905, S. elLIiae JCM 1822 の 3株で は, ほ とん
どの 細胞が長い 柄を有 して い た の で , こ の 3株をフ リ ー
ズ ･ レ プ 1) カ法等で調 べ た . S, halophilu sで は細胞壁
の 外側に娘細胞, 母細胞畠よ ぴ両者を つ な ぐ柄全て を覆
うよう に薄い層状構造が存在した. この部分はプ ラク チ ャ ー
に よ っ て も観察で きたか ら, 疎水性の 2重層またはそ の
集合が存在すると結論で きた. ま た液体培地中で の本菌
の 生育の 悪さ の 原因の 1 つ と考えられた. 細胞内超微構
造は3菌株とも通常の酵母と同様で あ っ た. 細胞膜構造
で あるが, S. halophiluB の長 い 柄に は invagination が
存在せず, ま た細胞膜粒子の 密度が低か っ た/ 丁 方 ,
F
. /LEZho ueTZSi8 で は柄に もizI Vagin ation が存在 し, 膜
粒子密度の低下も明確で はなか っ た. こ の差異は有柄酵
母が単 一 の 状態で な い こ とを示唆して いる. 柄の 直径が
F･ /LEZho ueTWLs で は比較的大きい が S. halophilzLSで は
扱者に小さ い ことが原因の 1 つ と考えられた. 細胞壁の
構造で あるが試供した3株共に , 有柄酵母の h dsca r
表面に は同心円状に配列 し た構造が 存在し■た . 一 方
b
,
irth sc ar に相当する部分には ラ ン ダム な, しか し他の
部分とは区別が つ く独特の 構造が認められた. 以上有柄
酵母は超微形態的にも通常の 酵母と異なる性状を持つ と
結輪づけられた.
研究諌題
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カ ン ジグ病原性及び 二形性 に関する分子生物学的研究
岩 口 伸 一
鈴 木 孝 仁
西 村 和 子
横 山 耕 治
(姦良女子大学理学部)
く奈良女子大学理学部)
(千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー )
(千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー )
研究成果
近年. ゲノ ム の仝塩基配列が明らかとな っ た サ ッ カ ロ
ミ セ ス 酵母で は, すで に機能解明が進んで い たり, あ る
い は何らか の知見の 得られて い る遭伝子は, 全通伝子の
3分の 2以上を占めて い る , ま た, 分裂酵母に おい て も
ゲノ ム に関する知見が大きく前進した. こ れ ら の成果を
もとに病原真菌にお い て , サ ッ カ ロ ミ セ ス 酵母や分裂
酵母と相同な遭伝子をク ロ ー ニ ン グし, そ の機能を推定
する ことが可能とな っ て善た. 従来有性生殖の な い カ ン
ジグで は遺伝解析が難しく, 分子生物学的研究も遅れて
い たが, 複製連鎖反応 (P C R) の応用な ど に よ っ て 遺
伝子ク ロ - ニ ン グが容易に なり, 分子遺伝学的な解析が
可能とな っ て きた. 本研究で は, 二 形牧石油資化酵母
C hndida Lroplc alis が, エ タ ノ
ー ル 添加液捧培養で菌糸
形成が誘導さ･れ る実験系にお い て , サ ブ ト■ラ ク シ ョ ン法
に よ っ て そ の形態形成の調節に関わ る遺伝子の検索を行 っ
た
.
なか で も, チ ア ミ ン生合成の調節遭伝子である分裂
酵母 nTnLlの ホ モ ロ グが サ ブ ト ラ ク シ ョ ン法 で捕まり,
チ ア ミ ン が菌糸形成に抑制的に はたら い て い る こ とを見
出した. そ して, チ ア ミ ン の関与する信号伝遵系に圃わ
る連伝子をカ ン ジグ酵母でク ロ ー ニ ン グし, ノ ー ザ ン解
析と形態観察に基づく解析とを組み合わせ る こ とによ っ
て, 二形性に はたら い て い る達伝子制御系を明らか に し
た . さ ら に, Candida alblea ns で の 二形性の過程を負
に制御するタ ン パ ク質脱リ ン酸化酵素である CP Pl と相
同性のある遺伝子 (CtF Pl) も稀足した. そ して , こ の
過伝子破壊株を作成し, エ タ ノ ー ル 添加液体培養に お い
て 菌糸形成誘導が阻害され る ことを見出した.
研究発表
1)S11 Z止i T, Im 且ni8hi Y, Iw aguchiS, Ea mi hara T:
Depolarized growth pr ec ede昌 filarnentation
d11 ring t he pro cess of ethan ol-induced p8eudo -
hy ph al fo T m atio nin theye astCandida tropic alis.
M ier obiology14: 403 - 410, 1998.
2)Iw aguehiS, Ka nbeT, To lmeT, M ageePT Su zuki
T: High-fr eqllenCy occ u r r e n c eOf chro m os om e
tr a nslo c atio n in a m tl ant Str8irl Of Cdndlda
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albic ans with ploidy shift. Ye ast 16: 411- 422,
2000.
3)Iw aguchi S, S&to M , M agee B B, M agee P T,
M akimtl ra a, StlZ ukiT: Exten sive chr o m o som e
translocation in a climical is olate sho wing the
distin ctive c a rbohydr ate a s similation pr ofile
fro m ac a ndidias s patie nt. Ye ast (in pr e畠S)
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接合菌ヒ ゲカ ビの 接合胞子 の微細構造 に関する研究
官 尊 厚
大 瀧 保
山 口 正 視
竹 尾 漢 治
吉 田 離 -
(東北大学遭伝生態研究セ ン タ ー )
(東北大学遺伝生態研究セ ン タ ー )
(千葉大学真南医学研究セ ン タ ー )
(千葉大学兵蘭医学研究セ ン タ ー )
(千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー )
研究成果
ヒゲ カ ビ の 接合胞子は厚い細胞壁を持 っ た め, 通常 ㊦
電子顧徴鏡の た めの固定包埋を行う ことは極め て難しか -,
た . そ こ で, 試料を急速に凍結する物理的な方法を適用
して本菌の接合胞子を観察した . そ の 結見 培養10日
日の試料に おい て , 細胞壁は多層構造で外側の 黒い蟹の
内部に厚い繊維層が存在する ことが明らか にな っ た. 細
胞質部分に は多量申[) ビ ッ ド額粒また液胞の 存在が寵め
られたが, ミ ト コ ン ド リ ア は少なか っ た . まだ核を明確
に捕える こ とは で きて い な い . ま た, 接合胞子の 外側に
まと
.
わり つ い て い た菌糸を観察 したと ころ, 規則正 しい
表層構造 (r odlet) が明確に認められた. 凍結法に より,
環合胞子の観察が可能である ことが判明した の で, 今晩
培養期間の異なる試料も加え , 精力的に観察を継続した
い .
研究課題 '99 1 13
海 洋 共生微生 物 由来 の 抗真菌剤 の 探索
小 林 淳 一 ‾ (北海道大学大学院薬学研究科)
三 上 妻 (千葉大学其菌医学研究セ ン タ ー )
研究成果
沖縄産海綿 Theo,}ella sp. よ り畢離したT he on ell叩 eP-
to.1ide園連の 新規
ペ プ チ ド
.は, Trichophyton m etagr o
-
phytes (MIC, 4.Oメェg/ ml) に対し て 抗真南作用を,
Staph37lo c o cc u s?ureu s, Micr ococ cus lute u s, Ba cillzL S
szLbtill8(M IC,い ずれ も8.0LLg/ nl), M yc oba cteTiuTn
s megTn a由 (M IC, 16FL富/ 皿1) に対L て 抗菌作用を示
した . 海洋性真菌の 一 種 (aB COm yCete 種 の 真菌) より
単離した新規ア ン ト ラ サ イク r) ン系化合物Se r agakin o ne
A は, Candida albica n sに対 し て 弱 い 抗真菌作用を,
S･ azLT. eZL S(M IC, 10FLg/nl), M . lute u8, Co T3Jn eba cte-
rizL m XerO SiB (MIC,い ずれも20FLg/ml) の 抗菌作用を
示した. 放線菌 Noca rdia b'.a silien sis IF M O66 より単
離した新規 フ ユ ノ ー )I,性化合物 Noc araBin A お よ ぴ B,
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ならびに新規 ベ ン ズ ア ン ト ラ キ ノ ン BrasiliquiTIOn e D
は, Noca rdia a ste rotdes, (M IC, 8.13, 1,56, 1.56〟g
/ ml), Got.io nia br o n chlalis (M IC, 0.39, 0,78,
o.78〟g/ml), M .
■
sm egm aLIs (M IC, 6.25, 6.25, 12.5
〟g/ 皿1) に対して 抗菌作用を示した.
研究発表
1)Shige mori a, Ko m atsll K, Mika mi Y, Kobaya-
shi J: Se ragakinon e A, a n e w pe ntacyclic
m etabolite fro m a m arine-derived fun 糾 S. Tetr a･
hedr o n 55: 14925-14930, 1999.
2) T畠tlda ”, Ne m oto A, Ko maki E, Ta n aka Y-
Yaza w aK, M ika mi Y, Kobaya血ia: Nocar4Sins
A - C and br a8iliq11inone I), n ew m etabolites
fro m actinom ycete NocaT
.did bT･a Sllien sis. ∫
Nat Pr od 62: 1640- 1642
,
1999.
3)Ts uda ” , Shimbo K, Kubota T, M ika mi Y,
Kobay&shi J
･
. Tw o th色Onellapeptolid8 C O ngenOrS
fro m m arine spo nge Theon ella 8P . Tetrahedr on
55: 103051 1O314, 1999.
4) 小松 - 壁, 東森英幸, 三上 嚢, 小林淳 一 : 海洋其
菌由来の新規5環性化合物Ser agakin oI18 A の構過
日本化学金第78春季年会, 2000年3月29 日.
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病原性放線菌 の キ トサ ナ - ゼ遺伝子の 解析と
そ の 分類 へ の 応用 に 関す る研究
安 藤 昭 一
篠 山 清 文
雨 宮 良 幹
上 田 照 子
三 上 裏
矢 沢 勝 清
(千葉大学大学院自然科学研究科)
(千葉大学大要院自然科学研究科)
(千葉大学園芸学部)
(埼玉医科大学)
(千葉大学兵菌医学研究セ ン タ ー)
(千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー )
研究経過
昨年度報告したA m ycolatop8is s uTphLWea JC M 3142
株からキ トサナ ー ゼ 遺伝子をク ロ ー ニ ン グする拭みは同
じA m yc olatop8is sp . に 分野され る キ ト サ ナ - ゼ生産
菌CS O12株 の キトサ ナ - ゼ 遭伝子の N 末端側約600 bp
をブ ロ ー プ として3142株の D N Aの制限酵素断片とゲノ
ミ ッ ク ･ サ ザ ンを行い, 同プ ロ ー プと ハ イ プリダイズす
る遺伝子断片を分離しサ ブ ク ロ ー ニ ン グを行い シ ー ケ ン
ス したが. キ トサ ナ ー ゼ と考えられる遺伝子配列 は得ら
れ なか っ た.
そ こ で本研究で は抗生物質 abtl ra myCin 生産薗StT･eP-
to mycess cle r otialu sIF M 5269株に つ い て 研究を進め
た 5269株もキ ト サ ナ ー ゼ生産性は低い の で CS O12株
キ ト サ ナ ー ゼ 遺伝子の内, 他の 菌株由来の キ ト サ ナ ー ゼ
と相同性の高い部分を選ん で プ ラ イ マ ー を設計 し, こ れ
を用い て 5269ゲノ ム を鋳型に してPCRを行 っ た. そ の
結果. 約600 bp の断片が特異的に増幅された.
遺伝子配列解析の賠見 こ の断片は既知の放線菌由来
キ ト サナ - ゼ遺伝子と75% 以上の 相同性が静められた.
キ トサ ナ ー ゼ遺伝子の約70%を コ ー ド し て い ると考え
られる こ の 600bp断片には, 一 般 に糖質加水分解酵素
やキ トサ ナ - ゼ で触媒ア ミ ノ酸と考えられて い る, グ ル
タ ミ ン敢と ア ス J< ラ ギ ン 酸が N 末端側に 認め られ た .
現在同断片をプ ロ ー ブと し て用 い, キ ト サ ナ ー ゼの 全通
伝子を含む断片を検索して い る.
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Fa mi 1y Arthr oder m ata c e a eの 化学分類, 分子系統学的研究
前 林 行 雄
宮 治 誠
福 島 和 真
滝 滞 香代子
(東京情報大学)
(千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー )
(千葉大学其菌医学研究 セ ン タ ー )
(千葉大学異常医学研究セ ン タ ー )
研究成果
Ony genaleB に は病原真菌と して重要な菌類が多数分
現されて い るため, 我々 はイヒ学分瓶 系統学的研究を行 っ
て い る
.
そ の 一 環 と して, い わ ゆる皮膚糸状菌が分類さ
れて い る Art hroderm ata c e8e の 菌類 に つ い て ユ ビ キ ノ
ン (Q) 解析ならび にITSl, 2お よび5.8 SrI)N Aの 塩基
配列に基づく系統解析を行い , ま た Ony gen ale8に 属す
る菌類に つ い て は ユ ビ キ ノ ン解析も行 っ た. Arthr ode r-
m at且C e a eの ユ ピ 阜 ノ ン解析 は AT･thT･OdeT･ m a, TT･ieho-
phuton. M ic r o spo n LTn, EpideT
l
ln OPhyto n, KeT
･
atino-
myc es, Cte no myce8属の 50を越え る菌株 に つ い て 行 っ
た が, い ずれの菌株に お い て もQ19 がm ajo r Qと し て
同定された . Ony ge n ale畠 の ユ ピ キ ノ ン解析は, (抄TnTZa-
s c ella属 (大多数の菌で は m ajo rQはQ-10(HD), My-
x otr 血 Tn 属 (Q-9, Q-10, Q10(臥) が r najo r Qと し
て同定), O u iode ndron 属 (Q-9, Q-10, Q-1O(EB) が
m ajo r Q), 4phano as czLS 属 (m ajor Q は Q-10),
Am a u r o甲C uS 属 (Q･9, Q-10, Q-10(Ⅲ営) が m ajo r Q)
な どの 多数の 菌 に つ い て 行 っ た . Arthr ode rm atace ae
菌 の系統解析は, PC Rで増幅 して 得た上記の 領域 に つ
い て ダイ レ ク ト シ ー ク エ ン シ ン グに より塩基配列を決定
し, N J故 に より系統樹を作成した. 本科 の 菌群 で は好
人性菌 (TI T ubr u m等), 好土佐菌 (T. te T e Stre等),
好獣性菌 (M . g ypse u Tn等) とい っ た生態学的特性が
知られて い るが, 系統樹 はそ の 特性と良く 一 致する興味
深い結果とな っ た.
研究発表
1) 滝薄暮代子, 藤崎明希子, 高橋容子, 仁戸田藩札
前林行雄, R.S.Ctl r r ah, 西村和子, 宮治 誠, 宿
島和貴 : オ ニ ゲナ 目 の ユ ビ キ ノ ン シ ス テ ム お よび
5.8SrD N A を含む IT Sl, 2 に 基 づ く Arthroder-
m ata c 組e の 分子系統 . Er本菌学会第43回大会 , 帯
漬要旨集 p67, 弘前, 1999.
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臨床材料より分離され た Actino m adu r a属
放線菌 の 分類とそ の 代謝産物 に 関す る 研究
原 田 健 一
三 上 嚢
赤 尾 三太郎
矢 沢 勝 清
(名城大学薬学部)
(千葉大学真蘭医学研究セ ン タ ー )
(千葉大学其菌医学研究セ ン タ ー )
(千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー )
【目的】病原性放線菌は土壌中に棲息 し, 感染も土壌を
通して起こ ると考え られて いるが, 実際 に土壌か ら これ
ら の病原菌を分離する こと は極め て難しい. したが っ て ,
病属性放線菌は自然界で の分布が非常に少なく , 分離す
る ことが困難で, 感染 とい う場所を通して はじめ て分離
可能な希少放線菌で あり, 新規生理活性物質の 探索源と
して優れ て い ると考え られた . 人 に病原性を示す放線菌
は, 日本 で は主に ノ カ ル ジ ア 症 の起因菌であるNo c a T･dia
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属の7菌種が知られて い るが, 南米に おい て は ActiTW-
m a血 r apelletieT
･lおよぴA. T n adw a e に よ る多くの 感
染例が報告されて いる. 1997年, 三上 らに よ っ て 聴床
材料より単離および同定された, 病原性 Actin om aduT･a
属3菌株の培養液は, いずれもグラ ム 陽性薗に対して は
ば同様の抗菌活性を示した . 本研究で は, 千葉大学と当
研究室との間で1996年より開始され た共同研究 の 一 環
とし て , 病原性 Actin om adzq a属3菌株が産生する生
理活性代謝産物の 単離を行な い , それらの 構遺を明らか
にする こ とを目的とした .
【実験】
1. Actin om adu ra TnaduT･a eIF M O745株が産生する
新規 ペ プ チ ド塀の構造解析
2. Actin oTnaduT･a Tn aduT･a eIF M O591株が塵生する
ア ポ ト ー シ ス誘導物質の 構造解析
【研究成果】 1. 病原性 A. Tn adurae IF M O745株の培
養液か ら, M. lu etusに対する惰性を指標に べ プチ ド類
(T M-A l, 【A ∃, -A3および - Bl, -B2)の単離を行ない, こ
れ らの代謝産物を各稀二次元 N M R法お よぴ質量分析法
に より構造決定を行な っ た . そ の 結果, M - Al, - A2 お
よび- A 8 は, N末端がサ T)チ ル酸によ っ て ア シ ル化され
た ペ ン 夕 べ プ チ ド であ っ た(Fig. 1). ま た , T M･A lは
構成ア ミ ノ酸 の Ser が脱水し て ア チリジ ン環を形成して
い る の に対し, A2 はSerが そ の まま組み込まれて おり,
A 3 はその ペ プ チ ド結合が エ ス テ ル 結合に変化した化合
物で ある ことが明かとな っ た . T M･ Bl お よぴ -B2 は,
サ ]) チ ル故 に Ser が ペ プ チ ド結合 した化合物で あり,
T MIBl はT M-A l と同様, S8 rが脱水して ア チ リ ジ ン環
を形成して おり, TM -B2 はT M-A 2 と同様, Serが そ の
まま組み込まれ て い た (Fig. 2). 単離し た5種の 化合
物のうち, T M- Al および -Bl は M. luetu s に対し て活
性を示し, T M- A2, - A3 および - B 2は活性を示さなか っ
た. こ の こ とか ら, ア チ リ ジ ン環構造が化合物の 抗菌活
性と密接に閑係して いる こ とが示唆され, 化合物の 活性
およぴ構造から, TM - B lお よ ぴ -B2 はそれぞれ, TM -
Al′ぉよび - A2 の生合成前願体であると考 えられた . さ
ら に , T M- Alを単離する際, Fe8＋ と親和性 の高い化合
物で ある ことを見出した . つ い で, U V およぴマ ス ス ペ
ク ト ル に より, FeS' と の親和性 を検討 した結果, 本化
合物の 2個の ヒ ド ロ キ サ ム 酸構造およ び1個の サ リ チ ル
酸構造に お い て, Fe3 十錯体を形成 して いる と考え られ,
T M- A l の Fe3 十錯体は, M . lu etu sに 対し て活性を示さ
なか っ た. こ の ことか ら, 微生物な どが 細胞内に Fe
を取り込むため に産生する 6ideropllOr eで ある,t推察さ
れた. sid8 rOPhore は微生物の Fe輸送の 役割を担う重
要な化合物であり, 病原微生物あるい はそれと同属の微
生物から生産される ことか ら, 病原菌に特徴的な代謝産
物で あると考えられ た . 12. 病原性A . Tn adur aeIF M
O591株の培養ろ液おネぴ菌体抽出液 よ り単離 した赤色
色素0590C 乱 そ の ス ペ ク ト ル デ ー タか ら3個の ピ ロ ー
ル 環 が共役したprodiginin e骨格を有す m ethylcyclode-
cylprodiginine(M C D P) である ことが判明した(Fig, 3).
本化合物の生物活性を検討した結果, pr odiginin e頬に
お い て これま で報告されて い な い, ア ポ ト ー シ ス帯導機
構に よる強力な抗塵痕活性を見出した. 現在ま で に単離
さ れた12種の prodiginin e類 の うち, 9種 は病 原性
Actin o m adzLr a BP. が生産して い る こ とから, pr odiginin 8
類 は病原性 Ac 血 o m aduT.a Sp. に特徴的な代謝産物で あ
り, こ の赤色色素が Ac血 om a血 rα 8p . の化学分購学に
おける 一 つ の指療となると考えられた . 今回の研究では,
臨凍材料か ら分離さ れた もう 一 つ の Actinom adz q a
sp . IF M O720株か らの代謝産物に つ い て は, 単離に は
至らなか っ たが, 培養液は他の2菌株と同嘩の抗菌活性
が確認されており, 粗精製物は細胞毒性を示すことが判
明して い るため, 現在本化合物の 精製を行な っ て い る.
o o = OH N H 0
GCHN7J N H
=
v
”
¶
山
-
′巾 N℃ブ
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DI Ser LIA h I-Al& L10J71
Fig. 1 TM -A lの構造
政NVAo H
Fig. 2 T M- Blの 構造
ち
O C H8
q(oto xJ C a C丘yityor M C D P
lC5D(TnBhTtL)
□L-60 0.003
A4D A･ h4B- 23 ] 0.001
Fig, 3 Methylcyclode cylprodiginine (M CI) P)
の構造と生物活性
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ラ ッ ト正常細胞及び肝細胞 にお い て特異的に発現する
蛋白質の 造腫癌能と転移能 へ の 効果 に関する研究
岸 川 正 WTJ
赤 尾 三太郎
(麻布大学環境保健学部)
(千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー )
研究成果
マ イ コ ト キ シ ン の 一 種 である ア フ ラ ト キ シ ン Bl は,
ヒ ト に痛をもた らす環境因子の 一 つ と して知られ て い る.
ア フ ラ ト キ シ ン Bl に よ っ て誘発させた ラ ッ ト の 肝癌組
織より樹立した ア フ ラ ト キ シ ン B l誘発細胞抹 (AFB-1)
は同系ラ ッ ト に移植すると転移性がある こ とが分かり,
そ の細胞学軌 病理学的, 分子生物学的検討をこ れまで
に進め てき た . 今回はB L 9細胞およ ぴ A F B-1細胞 の
m RN Aと の 間の サ ブ ト ラ ク シ ョ ン ･ ラ イ ブ ラ リ ー か ら
得られ
■
た650 bp I)NAをプ ラ ス ミ ッ ド ベ ク タ ー pCl- nゃo
に組み込み, さ らにBL 9細胞およびA F B-1細胞 に 移入
した. こ れら の 姐換え体細胞を同系の フ ィ ッ シ ャ ー 系 ラ ッ
ト皮下に移植し, 移植部位お よび転移部位にお事ナる各組
換え体細胞の 遠慮痕能と転移能に つ い て, 肉眼的, 組織
学的に検索を行 っ た. 移植後, 12週ま で観察 し, 剖検を
行 っ た･ そ の 結果, 650.bp D N Aを導入した B L 9細胞
で は, 皮下定着率が境ラ ッ ト90%, 雌 ラ ッ ト100% , 節
転移率tま堆0%, 雌60%で あ っ た . ま た 650bp D N A
導入 A F B-1細胞 で は, 皮下定着率は雄100%, 雌50%,
肺転移率は堆64.3タ石, 嘩50%であ っ た. ま た650 bpD N A
導入 A F B-1細胞 は, 導入 しなか っ た A FB1 細胞 に比 べ,
定着が速く , 移梗後2週目に 粟粒状腹痛を形成した . そ
の後, 急速 に発達し, 4過日に鳩鶏卵大, 8週目に 鶏卵
大に達 し, 腫膚表面か ら白波お よ び出血が始ま っ た .
PCI-ne oを導入した A F B-1細胞は4週目より粟粒状腰痛
を形成 し始め, 8過日に鳩卵大に達した. 650 bp D N A
を導入しなか っ た A F B-1細胞で は8週 削 こ粟粒状腫癖
を確認で きる ように なり, 12遠目 にや 13 と大豆大か ら
鳩卵大 に達した. 組織学的検索所見で は, 650 bp D N A
導入 AF B-1細胞の鶏卵大の腫療組織は全体の 約90%が
融解壊死を示し, 漉痛の 表面の 一 部 に活発に増殖する充
実性腰漬組織が確認され た. こ れらを構成する腰痛細胞
は大小不同で , N/C比も大きく, 異常な核分裂像が高
慶 に認められる未分化型細胞で腺形成は認められなか っ
た. pC トn eo導入お よび650 bp DN A を導入 しなか っ
た A F B1 細胞 の鳩卵大腰癌組織 は全体の 約60%が壊死
に陥り, 表面部 に活発な漉癌細胞の増穂が謎められた.
650 bp D N A導入お よぴpCI- ne o導入 A F B-1細胞 の肺
転移を示したす ペ て の症例に おい て, . 左右 の肺葉全体に
乳白色の半透明な結節状腰痛が単独あるい はび慢性に,
ま た融解性 に観 められ た. 単独な腰痛を形成した腰藩札
周囲の肺胞を圧迫する充実性増殖を示し, 頓死性変化は
少なく皮下腫癖と同様に異常な核分裂像を示す大小不同
の腫癌細胞か ら構成されて い た. ま た, 肺全体 にび慢性
の融合性腰痛を形成し, こ の ような腰痛で は中心部に高
鼓な壊死が認められ, 正常肺胞境界部に活発な腰痛細胞
の増殖が認 められた. 650 bp D N A導入 Bl.9細胞 の皮
下腰痛 は単独の腰膚 を形成し, 直径十数 n n程度で あ っ
た
.
ま た組織学的所見に お い て も, 充実性の増殖を示し,
こ れ らを構成する腫療細胞は大小不同で N/C比の 大き
な紡錘形の未分化型細胞からなり, 一 見線維肉腫様構造
を示した. ま た肺転移腫癖組織も同様の所見を示 し, い
ずれも壊死性変化 は露められなか っ た. 以上 の結果より
肝癌細胞株由来の cD N A をオリ ジナ ル A F B-1細胞株に
導入するとさ ら に増殖力およぴ肺 へ の転移が増強された.
また ラ ッ ト正常肝細胞株B工一9細胞に 導入する と皮下移
植部位で の造渥療髄を示す様に なり, 肺 へ の転移能が著
しく高まる ことが分か っ た.
研究発表
1) 犀川正岡, 荻原喜久美. 赤尾三太郎: ア フ ラ ト キ シ
ン B l誘発 ラ ッ ト肝癌細胞の 肺転移に及ぼす生殖腺
切除の効果. 策58回日本癌学会総会看己事. 1999.
2) 岸川正 札 赤尾三太郎, 荻原喜久美, 納谷裕子, 棉
岡秀雄:環境汚染物質 に 関する細胞生物学 的研究
- ヌ ー ド マ ウ ス へ 移植した2種類の ア フ ラ ト キ シ ン
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B l誘発 ラ ト肝癌細胞の比較 一 環墳と病気 8:35-
42, 1999.
3) 早川正札 荻原喜久美, 赤尾三太郎: ア フ ラ ト キ シ
ン B l訴発ラ ッ ト肝癌細胞株由来の C D N A による
転歯髄増強効果. 第59回日本癌学会総会記執 2000.
研究課題
'
9g一 柑
清涼飲料水等 に混在す る真菌 の 検出法 の 検討
木 原 顧 子
堀 川 彰 臣
田 中 玲 子
西 村 和 子
(千葉市環境保健研究所医科学課)
(千葉市環境保健研究所医科学課)
(千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー )
(千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー )
研究成果
真菌に含まれる ATP 量は, は ぼ 一 定で ある ことから,
段階的に希釈した既知の其菌の AT Pを甜定し, 真菌数
と A T P真の関係を求めた .
AT P･の 抽出方法に つ い て 検討した結果, A TP汲l定キ ッ
ト (東洋イ ン キ製) を使用する こと で 良 い結果が得られ
た.
生菌数と ATP発光量の 関係古も 酵母 で は ほ ぼ比例関
係にある こ とが確認で き, 108 - 104 C F U/ ml が検出限
界と考えられた.
一 方 カ ビ の D N A から PC R法を用 い て の 真菌の存
在の確認は, 予備実験 と し て既知の eTa ndida albicaTLS
等を用い DN A を抽出し, 以下の 方法で行 っ た.
Prilner 1 Sequenc e(5' to 3'):A C T TTC C A T
G GT A G G A でA G
Prin er 2 Sequenc e(5
'
to 3
'
):T G A T C GTCT
TC G A T C C C C T A
P C Rco ndition : 94℃ for 1 min; 55℃ fo r1 min
and 72℃ 1 min ., 30cycle s.
P C Rproduct: 687 bp
真蘭以外として, 細菌 (a. c olt, S. e nte r.itidi8等)
に つ い て も同様に反応を行い, こ の反応系が真菌に特有
で ある ことを確認した.
情感飲料水副j:じめとする市販の製品由の果汁成分等
が, こ の反応系で反応しな い こ とも確認して おく必要が
あるため, 市販 の茶 (ペ ッ ト ボ ト ル入り500ml), 缶詰
め ミ カ ンを用い たところ, 真蘭 に特異的とさYLて い るプ
ライ マ ー に は ミ カ ン, 茶 の成分 (D N A) は反応しなか っ
た
.
今後は, 予備試験の結果をふま え, こ の系 における検
出限界を確認すると同時に P CR 反応阻害物質の 影響 も
検討した後, 実際の市販の清涼飲料水等を用い て , 培養
法を用いな い真菌の検出法を検討する.
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研究盲艶題 '99- 19
糸 状 菌 の 成 長 速 度を 指 標 と し た 水質 の
簡 易 的評 価 の 可 能 性 の 検 討
立 本 英 機 (千葉大学工学部)
田 口 英 昭 (千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー )
研究成果
手賀沼及び印旗招の 各々 4地点を選び. 平成11年6月
か ら8月, 11月, 平成12年2月 , 6月, 8月 , 11月 の第
2水曜日に採水器を用 い て 採水 した . 分析 は島津 T O C
計50 型に より T O C濃度, B O D及 びSS ほ JISKOIO2
に準拠して 実施した. ま た バ ク テ 1) ヤ は オ リ ン パ ス製顧
徽鏡で確認をした.
事変汚水系及び印樺汚水系の平均水質の結果を表に示
す. 手賀招水系で はSS は4.2か ら5.9mg/ L, T O C は
6.9から9.6喝 /L及びB O Dは5.2カゝ ら8.9ng/I. の 範囲
にあり, 印旗沼水系で はSS は3.9■か ら5.6mg/L, T O C
は6.7か ら9.6mg/L及びBOI)は5.1 から7.9mg/L の範
囲にあ っ て , 全体的にみると事変招ゐ方が汚滞が進ん で
い るとい える .
さ ら に手賀沼観&rJ定点及び印施招観搬定点に お ける バ
ク テ 1) ヤ (藍藻頬, 珪藻類, 緑藻類, 確毛藻類) の 終数
と懸蘭物質量との関係を片対数ダララで整理 し, こ こ で
得た解折線右用い ると懸濁物質量を求めれば パ タ テ リ ヤ
の 線量を知る ことが で きる. バ ク テ リ ヤ の種類に つ い て
は, 珪藻類は年間を通 して 多く , 墓藻類は夏場に向けて
増加し. 冬場 に 向けて は減少する. 緑藻現は春季多い.
確毛藻幣は他の バ ク テ リ ヤ に比 べ て 一 般 に少なか っ た.
手賀招水系
1 年 12 年
6月 8月 11月 2月 6月 8月 1 1月
SS. 4.8 5.6 4.2 5.5 4.6 5.9 4,8
T O C 9.6 8.8 9.2 8.7 6.9 8.2 7.7
B O D 5,2 7;6 8.9 8.4 5.6 7.9 7,1
鞭毛藻類 珪藻類 珪藻類 珪藻類
藍藻類 .緑藻類
印旗招水系
年 12 年
6月 8月 11月 2月 6月 8月 11月
S S 4.6 4.8 4.3 4,5 5.6 3.9 4.4
T O C 9.6 7.8 7.9 7,7 6.9 7.4 6.7
B O D 6.2 6.6 7
.9 7.4 5.6 5.9 5.1
珪藻校 珪藻類 珪藻板
藍藻常 緑藻類
研究課題 '99- 20
ブラ ジ ル 土壌中の病原真菌及びカ ビ毒生産菌 の 生態学的研究
堀 江 義 一 (千葉県立中央博物館)
富 治 誠 (千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー )
福 島 和 貴 (千葉大学真菌医学研究 セ ン タ ー )
研究成果 38試料, 合計417ま式料 の 土壌を採集し, 病原性や カ ビ
ブ ラ ジ ル 北部の ロ ラ イ マ 准州ボ 7 ビ ス タ, テ ペ ケ ン 周 養生産性の 報告されて い る菌鞍の分離を試みた . 菌類の
辺か ら土壌379拭料, 東北部の ペ ル ナ ン ブ コ 州か ら土壌 分離に は ツ ア ペ ッ ク寒天培地を用い た土壌平板法でお こ
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な っ た
,
そ の 結果, ALSPeT･glltusfla t)u s, AspeT･giltLLS
fuTnigatus. AspeT･gillzLS n e Oelltpic us, Asperglllu8
nなer, Aspergillus ter r e us な どと, AspeT･gillzIS の テ レ
オ モ ル フ であ る Ehle ,･fcella spp . , Ne osartorya sp p. 那
主要な菌類と して 分離された . こ れらの菌轍はこれまで
行 っ た世界各地から採集 した土壌で の 検索の結果と同様
であり, こ れ らの 菌類 は世界各地に広く分布して い る こ
とが知られ た . A . fla u u sは熱帯雨林, A . fu migatus
は畑地 A , n e oell如icu sは草地 A, Tuger. A.terT･e uS,
Em e ricella 畠p p, は路像 Ne osa rtorya sp p. はマ ン グロ ー
ブ林か ら最 も高頻度で 分離された. また, ETneT･ic ella
で は B. ac ristata, E. coTT ugata, E . e ch 加ulata, a.
foL)e Olara, E. n王血Ia TLS V AT . lata, E. nldu払n s v ar ,
nidu 血 s, E･ quadT.lliTICata. E. T7LgLLlos aな どが同定さ
れた. Ne os artoTya ではN. boILCatenSね, N , fischeri,
N . globr a, N . pseudofis cheTi, N . sbわos a, N. tateT Wi
と新種と思われる Ne osa rtoTya が同定された . そ の 他
新種と恩われる Ne oco 8TTW 8POT.a が分離されて い る . こ
れら新たな種とおもわれるNeo8 aT･tO131a, Neo cos m osp ra
に つ い て は記載を与えて投稿の準備を進めて い る.
翰文 (口頭発表)_
1) 頻江義一 , P8ri de Abli名, 福島和泉, 宮治 誠, オ
カダ ･ カ *)レ, Cam poB TakakiG M, ブ ラ ジ ル の
土壌菌に つ い て. El本商学金策44回大会, 200年
5月20 日, 近畿大学 (奈良)
研究課題
′
99- 21
リ ボ ソ ー ム DNAを指標と した絶対寄生菌類の
同定 ･ 分類と個体群解析
柿 鳥 巌 (筑波大学農林学系)
宮 治 誠 (千葉大学真菌医学研究 セ ン タ ー )
福 島 和 貴 (千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー)
研究成果
担子菌頬さ び菌日 Uredin8.1e s菌類 に つ い て , 主 と し
て筑波大学農林学系菌賛標本庫所蔵の 乾燥篠本を用い,
D N Aの抽出ならびにリ ボソ ー ム D N A領域の P C R増幅
を試み7:i. そ の結果, 多数 の 標本 に お い て5.8 Sを含む
I TS領域 (約70 bp) とL SU Dl/D 2領域 (約650bp)
を安定して増幅させる ことが できた. そ こ で, 日本 の松
坂の枝や幹に寄生するさ び病菌とし て知られる CT･O n a T･ -
tiuTn属菌3種, Ehdo c roTZq tizLT n属菌2種1変摩と,
近年 ロ シ ア ･ カ ム チ ャ ッ カ 地方ならび に北クリ ル諸島で
採集 したさび菌に つ い て, リ ボ ソ ー ム D NA 領域の P C R-
RFL P解析ならび に シ ー ケ ン ス 解析を行 っ た.
Dl/D2領域の P C R-RF L P解析の結果. 日本の 五葉松
類上に発生するこれらの さ び菌に お い て, 異種寄生型の
生活環を有する CT･O T Wtiu m ribicola は他 の同種寄生型
の Endo c ron a r血 Tn 属菌 の 各種 はす ペ て 同 一 の R FLP
パ タ ー ン を示した. ま た , カ ム チ ャ ッ カ 地方で採集した
さび菌はE hdocro n qtiu Tn 属菌と同様の 結果が得られ,
形態学的検討から同薗を E. saho a n zm va t. hohkauo-
u en s eと同定した. Dl/D2領域の シ ー ケ ン ス解析に お
い ても, E hdocT･O n artium 属菌各種と北クリ ル諸島の さ
び菌はす ベ て シ ー ケ ン ス が 一 致 し, C. Tibieola と系統
的に近い ことが示されたが, 二葉松頬上に発生する C.
flaccidu7nと C. queT･CZLZm は それぞ れ別の ク ラ ス タ ー
を形成 した. 一 方, 5.8 S を含む I TS領域の シ ー ケ ン ス
解析の 結果もこれ と 馴ま同様の結果が得 られたが, ITS
領域の シ ー ケ ン ス で は種内や種間で の塩基置換や挿入 ･
欠失が D l/D2領域と比較して やや多く認め られた. こ
れ らの 結果 はさび菌各種の形態形質, 寄生性や生活環の
違い と良く対応して いた. また , 同種寄生性の Endo c T1 0-
T W tiuln 属菌各建と異種寄生型 C. T.ibicola の 密接な系
統関係 は, 冒 - ロ ッ パ お よび北ア メ リ カ で PeT.ide r7niu Tn
piTu と C. flac cidu m , P. haTrhn es sii(- a. ha rhnes siL)
と C. qu e r c u u mが そ れぞれ系統的に き わめ て近 い こ と
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が報告 されて い る の と同様の 結果とな っ た. した が っ て,
異種寄生塾生活環を有する蛤現の さび病菌に対し て与え
られ て い る 血docT10 naT･tiu Tn 属は系統的に多系硫で ある
こ とが強く示唆され, 同属菌の 分類学的取り扱い に つ い
て再検討 の必要を生 じた.
以上 の こ とか ら, T)ボ ソ - ム D N A がさび菌類の同定 ･
分 掛 こお い て有効 な指標とし て利用できる ことが示唆さ
れた. とく にさ び菌類の ような絶対寄生菌類にお い て 札
｢般に培養蘭株を得る ことが困難であるため, そ の 同定
や分額に多量 の試料を供試する ことはしばしば困難を伴
う. しかしなが ら, 本研究で示したよう に - ー バ リ ウ ム
標本が直接P CR･ R FL P解析やシ - ケ ン ス 解析 に 利用で
きるな らば, これまで に収集された多数 の試料が利用で
きる とともに過去に供試された試料との比較検討が可能
となることか■ら, とく に分類学的研究におけるそ の意義
はきわめて大きい ものと考える.
本研究成果 は以下の通り公表した.
研究課題 199- 22
原著翰文
1)Im azu M , Azbtlkina Z M, Kakishim 8 M , Fu kn-
shim a K , Nishim u ra K, M iyaji M:Ide ntific atio n
of the ru st fungus OJIPinks pu Tnila collected
in the No rth K11ri1s, R118 Sia. Myc o s cie n ce 41:
139-144
,
2000.
口頭発表
1) 今津道夫, 柿馬 鹿 , 福島和泉 西村和子, 宮治
誠: ワ シ ア ･ 北 ク リ ル 諸島に分布する ハ イ マ ツ の 発
疹さび病菌に つ い て . 日本菌学会第43回大会,1999
年5月
2) 今津運気 柿鳥 嵐 福島和瓦 滝帝香代子. 西村
和子. 宮治 誠: rD N A鳩基配列に基づ い た日本産
マ ツ敷幹さび病菌の 系統関係 . 日本微生物資源学
会第6回大会. 1g99年6月 .
真 菌 に 対 す る 環 境 ホ ル モ ン の 影 響
大 道 正 義
長谷川 修 司
宮 治 誠
田 口 英 昭
(千葉市環境保健研究所)
(千葉大学其菌医学研究セ ン タ ー )
(千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー)
(千葉大学其蘭医学研究セ ン タ ー )
内分泌撹乱物質 (環境ホ ル モ ン) が社会問題に な っ て
い るが, これら化学物資の 自然生態系 ヘ の影響は何れも
野性生物の生殖異常を主に論 じられ て い る. そ こ で我々
払 真菌類に対する各種分泌撹乱物質の 影響を検討する
ことを目的と し, Aspe rgillzLS fuTn 如 tELSIF M 4942株
の分生子に 0.05FLg/l及び0.5LLg/t濃度の ノ エ ル フ ェ
ノ ー ル を暴露させ, そ の後, 菌糸成長させた時, 暴露前
と後で の成長速度に変化が起 こるかを検討 した.
そ の結果 , ノ エ ル フ ェ ノ ー ル を暴露後に菌糸発育させ,
菌糸成長速度を&rJ定したが, い ずれも菌糸成長速度に変
化を認め る ことは出来なか っ た. 今後, 核顧 の分析 デ ー
タ の比較が必要 と考え て い る.
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研究無題
′
99- 23
･ア フ ラ トキ シ ン G産生菌群の 形態学的 ･ 生理学的特徴と
チ トク ロ ー ムbの 遺伝子解析 によ る検討
高 橋 治 男
加 瀬 信 明
矢 崎 贋 久
一 戸 正 勝
西 村 和 子
横 山 耕 治
(千葉県衛生研究所)
(千葉県衛生研究所)
(千乗県衛生研究所)
(東京家政大学)
(千葉大学医真菌医学研究セ ン タ ー )
(千葉大学医其菌医学研究セ ン タ ー )
研究成果
発がん性カ ビ毒, ア フ ラ ト キ シ ン B , Gの 産生カ ビと
し て は , AspeT･gillus pa r asitic u sの 他に , A8PeT.gillu8
fhv usが見出される . 主と して 本邦南西諸島サ ト ウ キ
ビ細土壌から分離した, A , pa ra siticzLS と ア フ ラ ト キ シ
ン B, G産生 A.flauus に 加え , 千葉県の 麹 カ ビ痛感染
轟から得たB, G 産生A.fla u u sな ど に つ い て , 形態学
的観察やイ ン ド ー ル ･ マ イ コ ト キ シ ン である シク ロ ピ ア
ゾ ン酸 の産生の検討した他 チ トク ロ ー ム bの 遺伝子解
析を行い, 下記の結果を得 た.
1) A,flat)us
ア フ ラ ト キ シ ン B, G を産生する A. fla u usは 二 群に
分かれた. 一 群は蚕 の麹 カ ビ病菌で , 最近 , Peters on
ら に より, 新種, AspeT.gilzLS bo mbycis と し て 脚自さ
れ て い る. そ れら の分離株は, 分生子頭が比較的大きく,
ま た, 分生子表面も ヒ ダ状なすな ど, 形態 的 に も
AspeT
.
gillu s ta m a rilに澱似したが, 今回 の解析か ら得
られた系統樹上で も近接した . しか しなが ら, J多くの
A
. ta T n a rli はシ ク ロ ビ ア ゾ ン敢を産生する が. A. bo m-
bycisを含めたそれらの 株にそ の 産生は, こ れま で 報告
されて いない . もう 一 群は, 本邦南西諸島サ ト ウ キ ビ畑
土壌から分離され た株な ど で , そ れらは, A8PeT.gillu s
n omiusと同じ 一 群を形成した . こ れま で A. T W 7niusに
は シ ク ロ ピ ア ゾ ン酸 の産生が報告され て い な い が, 今回
の供試4株のラち, 1殊にそ の 産生が認め られた.
こ の 開 削
■
まこ れま で の形態学的な分類セは, A.flat)u s
と し て同 一 種とされ て い たが , 今回の チ ト ク ロ ー ム b達
伝子の解析か ら得られた系統樹で は離れた位置関係とな っ
た.
2) A. paT･aSitle us
サ ト ウ キ ビ畑土壌から分離した A. par a slt払u sも二群
に分かれた. それらは, フ ィ ア ライ ド と メト レを持つ 分
生子東を多数有するA. Jla u u8に類似する非典型的なタ
イ プ の群と, メ ト レ が比按的少ない典塾的なタイプ の群
に類別され, 形瀬学的な観察に よる これまで の結果と 一
致した. 非典型的なタイ プも, 集落の 色調, SE Mに よ
る分生子表面の観察結果, ま た. シ ク ロ ピ ア ゾ ン散を産
生 しな い点で, 典型的なタイ プと明瞭な差がなか っ た こ
とから, これまで A. pa r a sitic us と同定された. し か し
な が ら, それら 2群 は, い ずれ も A. par. 齢iticzIS の
ty pec11ttlreと は異なる群を成した.
3) G ア フ ラ ト キ シ ン 産生 A.flat'EIS と A.par a sitic us
の チ トク ロ ー ム b の遺伝子解析に よ る こ れまで の結果か
ら, それらは4群に類別され, そ の結果をま これまで の形
態学的な類別ともほぼ 一 致 した. ま た, 本邦南西諸島サ
ト ウ キ ピ畑に 札 多様な ア フ ラ ト キ シ ン 産生 カ ビが存在
することが分子生物学的手法を用い た遺伝子解析からも
裏付iナられた.
研究発表 (翰文)
1) Yokoya 皿 aK, W a ne L, Takaha shi E, EaseN,
Miyaji M. Nishim ura K: M olec ular typlng
of AspeT
･
gillLLS Section Fla vl by mito cho ndrial
cytochr o me a geJle analysis . Myc oto 互in 8 49:
27-33, 1999.
2) Yokoyam a a, W a ng L, Bis w as SK, Ito J, Ta-
kaha shi H, Kas e N, Miya]
'
i M, Nishim ur a
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菌 根 菌 の 微 細 構 造 解 明
(広島県立大学生物資療学部)
(千葉大学真薗医学研究セ ン タ ー )
(千葉大学真南医学研究セ ン タ ー )
(千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー )
研究成果
数年来, 培養 ま つ たけ菌糸を用 い て , そ の生育段階に
おける各種辞素活性を調 べ て きたが, 培養を2年, 3年
と焼けるうち に. ミ ト コ シ ドリ ア内の痕性である チ トク
ロ ー ム C カ
ー
キ シ ダ ー ゼ の活性の 低下する ことを見出し ,
種々 の学会で報告 して きた. 今年渡 は,･ セ.ン タ ー の 電子
顧徽鏡を用いて , 3年間液体培養した培養菌糸体の 超薄
切片を作り, 細胞内の構造変化を調 べ る･こ と に した. そ
の結兎 菌糸体は断片化 し, 細胞内容物が消失して い る
こ とがわか っ た･ ま た, ミ ト コ ン.ド リ ア?リ ボ ソ ー ム
RNA立后子を調 べ た とp=ろ, 菌根菌で あるま つ たけ札
腐生菌で ある ネオ ガ ノ ヒ ト ヨ タ ケ の それと比 べ て , 100
数 ベ ー ス 挿入されて い る ことがわか っ た.
こ の挿入部分がな にを意味するの か は今後の課題で ある
が. いずれ に し て も, ミ ト コ ン ドリ ア の変化がま つ たけ
菌糸生育に大きくかかわ っ て い る ことが明らか にな っ た.
研究発表
1) 会見忠則, 山口正鼠 竹尾湊治, 森永 力:Beha vior
of mitochod ria D N Ain TT･ieholo m a m atsutahe .
Myc o8 Cien c e( 投稿準備中)
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特異 な ア ミ ラ ー ゼ 産生様式を示す不完全菌
Fusidiu m sp. の 細 胞 二 形性 に関す る 研究
･ 藤 井 貴 明 (千葉大学園要学部)
竹 尾 漠 治 (千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー )
苦 EE[ 締 - (千葉大学真菌医学研究 セ ン タ ー )
土壌より園芸学部藤井研究室で 分離され た不完全蘭
FzLSidizLT nSP. BX-1 比, 数多く の炭素源の 利用鰭を有
し, ま た広 い範囲の pH (2 - 12) に お い て 良好 に生育
できる. 特に , グリ セ ロ - ル を炭素源とし て含む培地に
お い て は, デ ン プ ン分解酵素や キ シ ラ ン分解酵素を多量
に細胞外に生産し, デ ン プ ン を炭素粛と して培養した場
合より数倍も多くの ア ミ ラ ー ゼ を細胞外 に生産する聴異
な性質を示した . 本菌は, * 1) - プ オイ ル や オ レ イ ン酸
の 利用性にも優れ て い るが, こ れらの炭素源を用 い て培
養した場合に は, 上記 の糖質分解酵素を ほとん ど生産 し
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なか っ た. 固体堵葺上の形状は 一 般に酵母状で あり, 典
型的なカ ビ状の コ ロ ニ ー と はならなか っ た. 細胞はグリ
セ リ ン培地で は多少細長い酵母形を取 っ た. 一 方 オリ ー
ブ オイ ル
■
や オ レイ‾ン酸培地で は細胞は菌糸状を取 っ たが,
菌糸の 長さ は 一 般に短く これが コ ロ ニ ー で 典型的な カ ピ
状とならな い原因と思われた. 細胞内に光る額粒が多数
存在した. Nile 鮎d蛍光試薬に よる染色か ら脂質額粒
で ある ことが分か っ た. ま た額粒は形態変化に伴い変化
した
. 現在 フ リ ー ズ ･ エ ッ チ ン グ法, 急速凍結超薄切片
法に より研究を行 っ て い る.
研究殊題 '99- 26
rDN Aの 塩基配列 に基づく病原真菌の 分子系統学的解析
高 松 進
福 島 和 東
宮 治 誠
(三重大学生物資渡学部)
(千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー )
(千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー )
研究成果
うどん こ菌科全体の 系統関係 を解析する目的で , 15
穫33種玩の うどん こ病菌に つ い て18S, 5.8S, 28SrD N A
および ス ペ - サ - (IT S) 領域の 塩基配列を決定 した .
供託した全て のうどん こ病菌は明膜な単系統群を形成し,
早 - の祖先種から派生した ことが示された. 木蘭 にも -3
とも近縁な姉妹群はホ ネタケ目の Myxotrichace ae であ っ
た. UTZeinzL払 septata がうどん こ病菌全体 の基部に 位
置し, 残り全て のうどん こ病菌は 一 つ の 大きな ク レ ー ド
を形成した. こ の ク レ ー ド は ア ナ モ ル フ に より明瞭に特
徴づ けられる5つ の主要1j:系統群 に分割された . Pse1 ト
doidiu m 系統群は, ET3,8由he (丑ryBiphe 節), M icro s-
pha eT
-a
,
Un einzLla, UTu:in ullella, Bra siliom yc es,
Ty phulo cha eta の 6属 で 構成 さ れ る大 きな系統群 で ,
Pse udoidi11 m 型 の ア ナ モ ル フ を共 通 に 有 し て い た .
Euoidiu m 系 統 群 は ET3･S[phe (Golovin o myces節 ,
Galeopsidi8 節) とAT･thT･O Cladiella の 2属 で構成 され,
フ ィ ブ ロ ー シ ン 体を欠くEtlOidill m型 ア ナ モ ル フを有し
て い た
.
Endophytic系統群はP hyllactinia, LetJeillu a,
Pleo cha eta の 3属 で構成される (半) 内部寄生菌の群
で あ っ た. Fibrosin 系統群には, Sa w ada e a, Cy81olheca,
Podo spha era, Sph w otheaの 4属が含まれ フ ィ ブロ ー
シ ン体を有する Bu oidi11 m型 ア ナ モ ル フ で特徴づIナられ
た
.
M ono c oi系統群はBluTneria gT･a minls l程 の み で
構成され, 分生子基部が膨らんだ特徴的なアナ モ ル フと
単子葉植物 へ の寄生牲に より明瞭に特徴づけられた. 以
上 の ように, うどん こ病菌の系統関係はア ナ モ ル フ の聴
徴と 一 致 し, テ レ オモ ル フ と は必ずしも
一 致しなか っ た.
現在, ア ナ モ ル フ をより重視した分類体系の 再構築を検
討 して い る.
研究発表
1) Taka matsllS, Hir ata T,
P hylogen etic r elatio n8hip8
E tysiphe Section Erysiplle
inferr ed fr o m the rI)NA
Sato Y, No n u ra Y:
of Microspaera a nd
(po wde ry mi 1dews)
IT Ss eqnen c 8 . My-
cos cie n c e40: 259-268, 1999.
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研究課題 ′99 - 27
高脂肪食摂取 に 伴う真菌感染に対す る感受性
およ びサイ トカイ ン産生能 の 変動
二 川 健
栗 田 啓 事
大荒田 素 子
(徳島大学医学部)
(千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー )
(千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー )
研究成果
栄養状態が感染症に およぼす影響に関する研究 の 一 環
として, 絶食および復食, 高脂肪食の感染防御能 に対す
る影響を検討した. そ の結果, 感染初期の絶食が感染抵
抗性に影響をおよ ぼすこ と, 高脂防食がサ イ ト カ イ ン産
生能に影響をおよぼすこ とが明らか とな っ た. ま た, こ
れ ら感染感受性の変動とサ イ ト カ イ ン塵生能の関連性に
つ い て 現在実験を継続中で ある.
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